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弐 <
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（
当
麻
家
文
書
F3-

１
） 

 
 
 

 
 

『
小
平
の
神
社
と
お
寺
（
中
央
図
書
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
）
』
よ
り   

一
泉
蔵
院
弟
子
初
行
護
摩
修
業
候
ハ
ヽ
御
本
寺
え
奉
納
金 

  

五
百
疋
可
二

相
納
一

候
、若
御
本
寺
え
罷
越
修
業
仕
候
ハ
ヽ
奉
納
金
之

外
其
入
用
勘
定
可
二

相
納
一

候
事 

一
泉
蔵
院
現
住
遠
方
え
罷
出
候
ハ
ヽ
先
達
而
御
本
寺
え 

  

其
届
仕
可
二

罷
出
一

候
事 

一
泉
蔵
院
住
持
相
果
候
節
者
早
々
御
届
仕
預
二

御
焼
香
一 

  

回
向
万
端
御
差
図
次
第
惣
旦
方
取
持
相
仕
廻
、其
入
用
金 

  

寺
附
ニ
不
レ
仕
其
住
持
之
身
ニ
付
候
衣
服
有
物
切
ニ
相
仕
廻
可
レ
申
事 

一
泉
蔵
院
旦
那
内
ニ
而
新
円
寂
又
ハ
年
忌
追
善
等
之
刻 

院
号
居
士
大
姉
之
牌
号
懇
望
之
者
有
レ
之
候
ハ
ヽ
先
達
而 

泉
蔵
院
え
厚
キ
後
記
之
品
を
申
立
、御
本
寺
迄
も
相
窺 

随
分
入
念
後
日
ニ
違
乱
無
レ
之
様
ニ
可
レ
仕
候
、若
又
時
之
現
住
計
え 

不
埒
之
相
対
仕
其
儀
後
日
ニ
六
ケ
敷
相
成
候
ハ
ヽ
御
本
寺
ゟ 

被
二

仰
付
一

次
第
及
二

違
背
一

申
間
敷
候
事 

一
泉
蔵
院
御
本
寺
え
勤
方
右
之
通
相
定
候
得
共
、当
分 

  

新
田
場
え
引
寺
之
事
ニ
而
万
端
不
自
由
可
レ
有
レ
之
と
の 

  

思
召
付
ニ
而
、当
子
年
よ
り
十
五
ケ
年
之
内
者
惣
而
納
物
之
分 

  

不
レ
残
御
用
捨
被
レ
下
、出
勤
之
儀
者
其
時
々
急
度
可
ニ
罷
越
一 

  

之
御
定
、当
子
年
ゟ
十
五
ケ
年
之
後
卯
年
ゟ
末
永
々 

御
定
之
通
急
度
持
参
出
勤
可
レ
仕
候
事 



一
土
用
寒
気
歳
暮
節
句
之
勤
遠
方
故
永
々
御
用
捨 

  
可
レ
被
レ
下
之
御
定
候
事 

一
此
度 
御
公
儀
様
え
泉
蔵
院
引
寺
之
願
諸
入
用
之
儀
ハ 

  

御
本
寺
旦
方
共
ニ
面
々
入
用
ニ
仕
、泉
蔵
院
え
寺
附
借
金
ニ 

  

仕
間
敷
候
、尤
此
已
後
寺
出
来
候
共
寺
附
借
金
抔
と
申
候
儀 

  

無
レ
之
様
ニ
惣
旦
方
打
寄
了
簡
可
レ
仕
候
事 

右
之
趣
泉
蔵
院
儀
者
不
レ
及
レ
申
惣
旦
方
共
ニ
至
迄
少
も 

及
二

違
背
一

申
間
敷
候
間
、村
中
願
之
通
泉
蔵
院
当 

新
田
場
え
引
寺
御
願
被
レ
下
候
様
奉
レ
願
候
、仍
而
後
証 

連
判
如
レ
件 

                        

武
州
多
摩
郡
大
沼
田
新
田 

                              
     

名
主      

   

弥
左
衛
門 

㊞ 

      

寛
保
四
甲
子

年
二
月       

開
基
旦
那    

                                

当
名
主    

        
      

伝
兵
衛   
㊞ 

       

今
寺
村                   

旦
方
惣
代   

金
右
衛
門 
㊞ 

          

報
恩
寺
様              

同         

長
兵
衛    

㊞ 

                                 

同         

伊
左
衛
門  

㊞ 

                                 

同         

小
兵
衛    

㊞ 

                                 

同         

徳
左
衛
門  

㊞ 

                                 

同         

利
助      

㊞ 

                                 

同         

太
郎
兵
衛  

㊞ 

 



[
用
語] 

院
号 
…  

戒
名
や
法
名
の
中
で
下
に
「
院
」
が
付
く
称
号
。か
つ
て
は
皇
族
や
貴
族
、社
会

的
貢
献
度
が
高
い
人
に
与
え
ら
れ
た
が
、現
在
は
在
家
信
者
に
も
普
及
し
て
い

る
。  

円 え

ん

寂 じ
ゃ
く 

…  

悟
り
の
境
地
。涅
槃
。ま
た
は
僧
が
死
ぬ
こ
と
。 

追
善

つ
い
ぜ

ん 

…  

故
人
の
冥
福
を
祈
り
、仏
事
供
養
を
営
む
こ
と
。 

居
士

こ

じ 

…  

①
出
家
を
せ
ず
仏
門
に
帰
依
す
る
在
家
の
男
性
。②
法
名
・戒
名
の
末
尾
に

つ
け
る
敬
称
。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

大
姉

だ

い

し 

…  

①
比
丘
尼
、ま
た
は
地
位
の
あ
る
在
家
の
女
性
。②
女
性
の
法
名
に
つ
け
る
称

号
。 

 [

解
説] 

  

前
回
に
引
き
続
き
、大
沼
田
新
田
の
泉
蔵
院
引
寺
証
文
の
続
編
で
す
。 

⑫
泉
蔵
院
の
弟
子
僧
が
初
め
て
護
摩
修
行
を
行
う
際
は
、本
寺
へ
五
百
疋
奉
納
金
を
支
払 

う
こ
と
。⑬
住
職
が
遠
方
に
出
向
く
時
は
事
前
に
本
寺
へ
届
け
出
る
こ
と
。⑭
住
職
が
亡
く 

な
っ
た
際
は
早
め
に
届
出
、焼
香
を
行
う
こ
と
。回
向
な
ど
は
指
図
に
よ
り
檀
家
が
行
う
。 

そ
の
入
用
金
は
寺
附
で
は
な
く
住
職
個
人
に
附
す
る
。⑮
檀
家
は
院
号
・居
士
な
ど
の
戒 

名
を
受
け
る
場
合
、前
も
っ
て
泉
蔵
院
及
び
本
寺
へ
伺
う
こ
と
。⑯
本
寺
へ
お
勤
め
は
、今 

年
か
ら
十
五
年
の
間
納
物
は
受
け
取
ら
な
い
が
、十
五
年
以
降
は
出
勤
す
る
こ
と
。⑰
土 

用
寒
気
歳
暮
節
句
の
勤
め
は
、遠
方
の
た
め
容
赦
す
る
。⑱
引
寺
の
入
用
金
は
檀
家
が 

対
応
し
、泉
蔵
院
の
寺
附
け
に
は
し
な
い
こ
と
。以
上
１８
項
目
に
よ
る
詳
細
な
取
極
め
が 

な
さ
れ
ま
し
た
。 



次
に
文
字
を
見
て
い
き
ま
す
。

「
弟
」
、

「
第
」
が
酷
似
し
て
い
ま
す
。「
第
」
の

略
字
「㐧
」は
「
弟
」
の
く
ず
し
字
に
も
使
用
さ
れ
る
文
字
で
す
。文
脈
で
判
断
し
ま
し
ょ
う
。 

「
若
」
一
文
字
で
「
も
し
」
と
読
み
頻
出
し
ま
す
。

「
水
」
に
も
似
て
い
ま
す
。 

ま
た
、

「
罷
出
候
ハ
ヽ
」
は
、ど
こ
ま
で
が
一
文
字
な
の
か
が
よ
く
わ
か
ら

な
い
で
す
ね
。

 

「
罷
」
＝
「
四
＋
能
」
で
す
が
「
四
」
が
仮
名
「
つ
」
の
様
に
省
略
さ
れ
て

表
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。

「
出
」
は
多
く
の
字
体

・

・

･
 

等
で
記
さ
れ
頻
出
し
ま
す
。「
書
」
「
土
」
に
似
て
い
る
字
体
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
候
ハ
ヽ
」
も
頻
出

で
す
。一
見
「
候
て
」
に
様
に
も
見
え
ま
す
が
、

「
ハ
ヽ
」
で
す
。こ
の
ま
ま
の
形
で
覚
え

ま
し
ょ
う
。

「
望
」
は
「
月
＋
王
」
が
強
調
さ
れ
「
里
」
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。古
文
書
の

く
ず
し
字
は
左
側
が
省
略
さ
れ
が
ち
で
す
。

「
用
」
や
し
ん
に
ょ
う

「
遠
」
に
も
こ

の
特
徴
が
表
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
故
」
は
難
解
で
す
。こ
の
よ
う
に
、く
る
く
る
と
し

た
記
号
の
よ
う
な
文
字
も
く
ず
し
字
の
特
徴
で
す
。

「
様
」
や

「
殿
」
も
く
ず
し

が
進
む
と
本
来
の
字
形
か
ら
か
け
離
れ
て
い
き
ま
す
。こ
れ
ら
は
敬
称
で
頻
出
し
ま
す
か
ら
、

し
っ
か
り
覚
え
ま
し
ょ
う
。               

                       
                                            

 


